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１．はじめに
近年 Problem/Project Based Learning（PBL）という
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Recently, an education method called Problem/Project Based Learning has attracted much 
attention. This education program based on learners' experiences was developed in McMaster 
University (Canada) for education in the faculty of medicine in 1969, and a lot of higher education 
facilities have introduced this method in various fields because of its usefulness. In Fukui National 
College of Technology, a PBL style class "experience program for creative engineering" that students 
manufacture robots that solve given game problem has been introduced. This class was introduced in 
1992 and has been done 17 times by 2008. So, this affects not only the students but also curriculum 
ideas in the department of mechanical engineering. However, any systematic evaluation for this class 
have not been done till the present. Therefore, the authors study this class from the viewpoint of the 













年に第一回が実施され，2009 年現在で 30 回目の開催を
迎えていること，ロボットコンテストの代名詞となってい
る高専ロボコンは 988 年に第  回大会が開催され，今年
で 22 周年を迎えるということや，ロボットがメディアに
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大きく取り上げられ，一般的に認知されるきっかけとなっ
た HONDA の人型ロボット P2 の発表が 996 年，SONY
























































































































7 2008 ロボテニス ロボットによる１対１のテニス．
長期間にわたるＰＢＬ教育の実践とその効果の検証












・　 競技時間は 3 分でトーナメント戦とする．
ロボットの寸法と配布材料










800mm で，高さが 3 段階に分かれ，それぞれ A，B，C ゾー
ンと呼ぶことにする．A と B の高さの差は 40mm，B と

























ことを目的として設けている．以後第 3 回から 3 回まで
は時間中全てを使ってロボットの製作を行う．その途中，
第 5 回と第 3 回（これは年度により多少前後する）には，
学生にタイムスケジュールを意識させるために中間審査
を行い，進捗を記録・確認している．第 4 回にはロボッ




















習の変遷を表 3 に示す．992 年以前は図中の期間Ⅰに示































































6 福井工業高等専門学校　研究紀要　自然科学・工学　第 43 号　2009
として扱われている ASIMO や AIBO はまだ発表されてお

























































まず，図 3 と図 4 ～ 6 の比較より，学校全体の満足度
の平均値が 30％程度であるのに対し，実習系科目の満足
度は 50％を超えており，平均値よりも非常に大きいこと
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